




小児期慢性疾患の治療の著しい進歩は、致命率を低下させはしたが、完全治癒で医療から

全く離れることの出来る患児は必ずしも多くない。しかもこれらの患児は成長発育過程に

もあり、また学校教育は勿論であるが、社会教育をはじめ学ぶべき多くの課題の山積して

いる時期であるにも拘らず、それらを修得するのに適した環境下に置かれてないのが現状

であろう。その罹病疾患の症状の程度にもよるが、患児の年令、家庭環境、社会環境によ

っても異なるのは云うまでもないが、長期的、総合的生活管理のあり方が重要となろう。

各班員はその専門領域に於ける total care 的発想に基いて生活管理上の問題点とその対

策について検討し、今後の積極的な対応に役立つ具体的な提言や指針の作成を目標として

研究を進めてもらった。各研究班員とその課題は以下のごとくであり、続いてこれらの研

究を総括したい。


